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交
通
事
故
防
止
に
向
け
た	

「
オ
ー
ル
県
庁
」の
取
り
組
み

　

鳥
取
県
が
公
用
車
事
故
防
止
対
策
を
強

化
し
た
の
は
、
平
成
23
年
度
の
こ
と
。
年

間
60
件
前
後
で
推
移
し
て
い
た
事
故
件
数

が
、
80
数
件
へ
と
急
増
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
。
年
度
途
中
の
23
年
12
月
に

は
、
副
知
事
を
ト
ッ
プ
と
す
る
、
公
務
に

お
け
る
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
た「
幹

部
会
議
」を
開
催
、
さ
ら
に
具
体
的
な
交

通
事
故
防
止
対
策
を
検
討
す
る「
担
当
者

連
絡
会
議
」を
設
置
し
た
。
こ
の
連
絡
会

議
は
、知
事
部
局
に
加
え
、企
業
局
、病
院

局
、
教
育
委
員
会
、
警
察
本
部
な
ど
か
ら

も
担
当
者
が
出
席
す
る
と
い
う「
オ
ー
ル

県
庁
」で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
現
在
も
定

期
的
に
開
催
さ
れ
、
各
組
織
の
交
通
事
故

防
止
対
策
と
そ
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
、

情
報
交
換
を
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
総
務
部
行
財
政
改
革
局
の

起
用
文
書（
資
料
１
）の
作
成
に
も
活
用
さ

れ
、庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
公
開
さ
れ
る（
後
述
）。

　

報
告
書
と
シ
ー
ト
に
は
、
事
故
の
状
況

な
ど
重
複
す
る
項
目
も
あ
る
が
、
シ
ー
ト

に
は
、
当
事
者
の
身
体
や
時
間
外
勤
務
の

状
況
な
ど
の
記
入
欄
が
あ
る
点
が
異
な

る
。
前
夜
の
睡
眠
時
間
や
飲
酒
の
有
無
、

事
故
発
生
前
１
週
間
の
日
ご
と
の
出
退
勤

時
間
と
時
間
外
勤
務
の
業
務
内
容
、
発
生

前
１
カ
月
間
の
時
間
外
勤
務
の
総
時
間
数

職
員
支
援
課
と
人
事
企
画
課
が
主
導
す
る

知
事
部
局
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
、各
職
域
の
安
全
衛
生
委
員
会
で
、

毎
年
度
、
必
ず「
公
用
車
の
事
故
防
止
」を

重
点
項
目
に
位
置
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
ま
た
知
事
部
局

全
体
に
共
通
す
る
対
策
は
、「
公
用
車
に

よ
る
自
動
車
事
故
対
策
事
業
」と
し
て
予

算
化
し
、
広
範
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て

い
る
。
以
下
、そ
の
詳
細
を
見
て
い
く
。

事
故
現
場
に
赴
き	

「
現
場
検
証
」も
実
施

　

取
り
組
み
の
な
か
で
、
何
よ
り
注
目
さ

れ
る
の
は
、
事
故
原
因
を
徹
底
し
て
究
明

す
る
姿
勢
だ
。

　

事
故
当
事
者
は「
事
故
報
告
書
」と「
交

通
事
故
原
因
分
析
シ
ー
ト
」を
作
成
し
、

所
属
経
由
で
職
員
支
援
課
な
ど
関
係
課
に

提
出
す
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
事
故
原
因

分
析
だ
け
で
な
く
職
員
に
対
す
る
注
意
喚

と
業
務
内
容
と
、か
な
り
詳
細
な
内
容
だ
。

時
間
外
勤
務
の
状
況
は
、
事
故
発
生
直
前

に
時
間
外
勤
務
や
休
日
出
勤
が
多
か
っ
た

職
員
が
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
30
年
度
に

新
た
に
追
加
さ
れ
た
と
い
う
。

　

加
え
て
、
前
述
の
２
課
と
会
計
指
導
課

の
担
当
者
が
事
故
当
事
者
と
と
も
に
現
場

に
赴
き
、
事
故
の
状
況
な
ど
を
改
め
て
聞

き
取
る
、い
わ
ば
現
場
検
証
も
行
う
。

鳥
取
県

事
例
¦
●❶

ソ
フ
ト
・ハ
ー
ド
両
面
に
わ
た
る

広
範
・
多
彩
な
対
策
を
継
続

　
事
故
の
原
因
究
明
と
分
析
、自
動
車
教
習
所
で
の
実
技
研
修
、意
識
啓
発
を
通
じ
た
職
員

の
安
全
意
識
向
上
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
充
実
と
、考
え
得
る
あ
ら
ゆ
る

交
通
事
故
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
る
鳥
取
県
。そ
の
詳
細
と
効
果
な
ど
を
紹
介
す
る
。

資料 1
職員に対する
注意喚起文書
事故報告書と交通事故分析シー
トを基につくられる。図や写真
が入り、事故の状況がよくわか
るようになっている。
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技
能
に
合
わ
せ
た	

２
種
の
実
技
研
修

　

県
内
９
カ
所
の
自
動
車
教
習
所
と
連
携

し
、
技
能
に
合
わ
せ
た
２
種
類
の
実
技
研

修
を
用
意
し
て
い
る
の
も
、
注
目
す
べ
き

取
り
組
み
と
い
え
よ
う
。

　

一
つ
は
、「
基
本
的
運
転
技
術
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
」だ
。
駐
車
場
内
で
の
後
退

や
方
向
転
換
な
ど
、
文
字
ど
お
り
基
本
技

能
と
安
全
運
転
の
基
礎
知
識
を
学
び
、
路

上
走
行
も
行
う
。
27
年
度
に
始
ま
り
、
毎

回
、
60
人
の
参
加
予
定
人
数
に
対
し
、
40

〜
70
人
前
後
が
受
講
し
て
い
る
。
６
〜
７

月
の
間
、
教
習
所
１
校
当
た
り
3
回
、
全

校
で
計
27
回
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

県
内
の
ど
こ
の
職
場
に
い
て
も
、
自
分
の

都
合
に
合
わ
せ
て
受
講
で
き
る
体
制
だ
。

「
運
転
に
不
慣
れ
で
あ
っ
た
り
、
不
安
を

感
じ
た
り
し
て
い
る
職
員
」が
応
募
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
は
事
故

の
傾
向
を
踏
ま
え
、
運
転
経
験
が
少
な
い

新
規
採
用
職
員
と
、
非
常
勤
職
員
の
中
で

も
運
転
す
る
機
会
の
多
い
職
員
に
対
し
重

点
的
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

　

も
う
一
つ
が「
安
全
運
転
マ
イ
ス
タ
ー

研
修
」だ
。
路
上
走
行
し
な
が
ら
、
死
角

特
性
や
狭
路
の
走
り
方
な
ど
、
実
践
的
な

運
転
技
術
を
学
ぶ
。
県
内
の
タ
ク
シ
ー
事

業
者
や
運
送
事
業
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン

の
研
修
で
、
路
上
走
行
時
の
注
意
点
が
わ

か
り
や
す
く
伝
達
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　

職
員
支
援
課
課
長
補
佐
の
衣き

ぬ
　
が
わ川
貴
志
さ

ん
は
、「
年
を
追
う
ご
と
に
マ
イ
ス
タ
ー

も
伝
達
研
修
受
講
者
も
増
え
て
い
く
こ
と

か
ら
、
事
故
防
止
効
果
の
広
が
り
に
期
待

し
て
い
ま
す
」と
語
る
。
ち
な
み
に
マ
イ

ス
タ
ー
お
よ
び
伝
達
研
修
受
講
者
の
累
計

は
、
30
年
度
で
そ
れ
ぞ
れ
95
人
、
延
べ

２
、６
０
１
人
に
達
し
て
い
る
。

　

交
通
事
故（
公
務
外
も
含
む
）を
起
こ
し

た
職
員
に
対
し
て
は
、
過
失
割
合
や
事
故

の
種
類
に
応
じ
た「
安
全
運
転
指
導
研
修
」

（
資
料
２
）を
実
施
。
さ
ら
に
事
故
の
程
度

に
応
じ
、
一
定
期
間（
7
日
間
・
15
日
間
・

１
カ
月
間
）公
用
車
の
運
転
を
自
粛
さ
せ

る
措
置
も
あ
る
。

多
彩
な
意
識
啓
発	

ハ
ー
ド
面
の
対
策
も
進
め
る

　

職
員
に
対
す
る
多
彩
な
意
識
啓
発
に

グ
、
ま
た
過
去
の
事
故
分
析
か
ら
、「
ベ

テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
の
慣
れ
」へ
の
対
策

が
必
要
と
の
判
断
に
至
り
、
さ
ら
に
、
よ

り
多
く
の
職
員
に
安
全
運
転
研
修
を
受
講

し
て
も
ら
う
た
め
、
28
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
。
本
庁
か
ら
５
人
程
度
、
県
内
各

地
の
総
合
事
務
所
、
試
験
場
な
ど
の
安
全

衛
生
委
員
会
か
ら
各
１
人
が
推
薦
さ
れ
、

毎
回
総
計
30
人
前
後
が
受
講
し〝
マ
イ
ス

タ
ー
〟と
な
る
。
そ
の
後
、
各
職
場
で
は

集
合
伝
達
研
修
を
実
施
。
マ
イ
ス
タ
ー
が

講
師
と
な
り
、
自
ら
受
け
た
研
修
内
容
を

職
員
に
伝
え
、
事
故
防
止
の
組
織
的
な
推

進
を
め
ざ
す
。
実
際
に
路
上
走
行
す
る
様

子
を
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
映
像
を
見
な
が
ら

も
、触
れ
て
お
き
た
い（
資
料
3
）。

　

そ
の
一
つ
が
、
事
故
の
発
生
状
況
や
原

因
、
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
ま
と

め
た
文
書
の
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
掲
示
板
へ
の
掲

載
で
あ
る
。
文
書
は
職
員
支
援
課
で
作
成

し
四
半
期
に
一
度
公
開
し
て
い
る
が
、
30

年
度
か
ら
は
、す
べ
て
の
事
故
に
つ
い
て
、

発
生
の
都
度
、
作
成
・
公
開
し
て
い
る
。

ま
た
、全
職
員
の
パ
ソ
コ
ン
起
動
画
面
に
、

資料２　安全運転指導研修の概要

◆
前
進
中
の
事
故

職員の過失大 
（過失割合50％以上）

人身 違反者講習 鳥取県安全運転学校講師による集合研修

物損 CRT研修
鳥取県自動車運転免許試験場による、CRT運転適性
検査（画面に表示される文字や記号を使用して、反応の
速さや動作の正確性などを検査）

職員の過失小 安全運転 
適性診断

運転時の特性を診断する自己診断テスト等を各所属に
おいて実施

◆後進中の事故 運転技術 
確認

後進時における運転技術の確認及び確認結果に基づ
く指導を、各所属において実施

総務部行財政改革局職員支援課課
長補佐の衣川貴志さん

本庁地区での伝達研修の様子



地方公務員 安全と健康 フォーラム 2019.715

Special Issue

交
通
事
故
防
止
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
る
よ

う
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
今
年

度
か
ら
は
、
定
期
的
に
交
通
事
故
ゼ
ロ
の

継
続
期
間
を
掲
示
板
に
表
示
し
、
安
全
運

転
の
意
識
を
高
め
る
工
夫
も
行
っ
て
い

る
。

る
ス
テ
ッ
カ
ー
も
配
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
安
全
運
転
運
行
管
理
者
協
議

会
が
主
催
す
る「
と
っ
と
り
Ｍ（
無
事
故
）・

Ｍ（
無
違
反
）ラ
リ
ー
」へ
の
参
加
も
各
所

属
に
促
し
て
い
る
。
５
人
１
組
で
チ
ー
ム

を
つ
く
り
、
毎
年
６
月
か
ら
10
月
ま
で
の

期
間
中
、
チ
ー
ム
全
員
の
無
事
故
・
無
違

反
を
め
ざ
す
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
度
は
、

本
庁
か
ら
は
15
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
地
方

機
関
も
独
自
に
参
加
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
面
の
対
策
に
加

え
、ハ
ー
ド
面
の
対
策
も
進
め
て
い
る
。

　

７
９
０
台
の
公
用
車
の
う
ち
、
全
リ
ー

ス
車
両
５
３
０
台
に
コ
ー
ナ
ー
セ
ン
サ
ー

を
設
置
し
て
い
る
。
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
も
一
部
車
両
に
試
験
的
に
導
入
し
て

い
る
。
現
時
点
で
は
、
事
故
を
起
こ
し
た

職
員
に
対
し
損
害
額
を
求
償
す
る
か
否
か

の
判
断
や
示
談
交
渉
対
策
が
主
な
使
用
目

的
だ
が
、
今
後
は
、
事
故
原
因
分
析
や
、

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
含
め
た
記
録
画
像
を
研

修
に
活
用
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
と

い
う
。

　

ま
た
、
車
庫
入
れ
時
の
軽
微
な
事
故
が

多
い
こ
と
か
ら
、
県
施
設
内
の
駐
車
場
に

つ
い
て
車
を
当
て
や
す
い
鉄
骨
柱
に
緩
衝

材
入
り
の
ト
ラ
マ
ー
ク
を
巻
い
た
り
、
車

庫
を
整
理
整
頓
し
、
車
を
入
庫
し
や
す
く

し
た
り
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
た
。
同

時
に
安
全
点
検
を
各
職
域
安
全
衛
生
委
員

　

そ
の
ほ
か
、「
安
全
運
転
５
則
」の
カ
ー

ド
を
作
成
、
各
所
属
に
配
布
も
し
た
。

カ
ー
ド
を
使
っ
て
朝
礼
の
際
に
唱
和
し
た

り
、
公
用
車
で
出
張
す
る
職
員
に
所
属
長

が
渡
し
た
り
す
る
。
ま
た
無
事
故
・
無
違

反
を
続
け
た
所
属
に
は
、
そ
れ
を
表
彰
す

会
に
要
請
し
て
い
る
。

職
員
一
人
ひ
と
り
に
届
く	

情
報
発
信
の
工
夫
が
必
要

　

近
年
、
事
故
件
数
は
、
年
間
60
件
台
と

い
う
以
前
の
レ
ベ
ル
に
戻
り
、
そ
れ
を
維

持
し
て
い
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
取
り
組
み

は
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
さ
ら
に
事
故
を
減
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

─
。

　

衣
川
さ
ん
は
、「
す
ぐ
に
効
果
が
表
れ

る
対
策
は
、
な
か
な
か
な
い
。
公
用
車
を

運
転
す
る
機
会
が
多
い
地
方
機
関
の
交
通

安
全
担
当
者
も
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

事
故
を
さ
ら
に
減
ら
す
た
め
に
は
、
意
識

啓
発
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
」と
し
た

う
え
で
、「
職
員
一
人
ひ
と
り
に
確
実
に

届
く
よ
う
な
情
報
発
信
を
行
い
、
安
全
意

識
の
向
上
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
こ
と
」の

重
要
性
を
強
調
す
る
。
前
述
し
た
よ
う
な

庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
の
情
報
発
信
の
工
夫
も
、

こ
う
し
た
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

安
全
意
識
の
向
上
は
、
ハ
ー
ド
面
で
の

対
策
に
比
べ
、
一
見
、
迂
遠
な
印
象
を
受

け
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
対
策
が
真
に
実
効
性

を
上
げ
る
た
め
の
ベ
ー
ス
に
な
る
。
今

後
、
ど
の
よ
う
な
情
報
発
信
の
工
夫
が
な

さ
れ
、
そ
れ
が
実
際
に
事
故
の
減
少
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
か
、
鳥
取
県
の
取
り
組

み
の
こ
れ
か
ら
が
注
目
さ
れ
る
。

資料 3　意識啓発の工夫について
●庁内ＬＡＮでの情報発信

事故についての情報発信文書の表紙。この後に事
故の詳細（P13・資料 1）が続く

起動画面の
交通安全の
メッセージ

●安全運転5則カード ●無事故・無違反達成所属表彰ステッカー

掲示板に表示された交通事故ゼロの継続期間


